『忠度集』の「恋のこころを」の題詠歌について by 瀬良, 基樹
r忠度集』の恋歌の特色と本稿執筆の意図
r忠度集』の恋歌は二十首あり、
そのうちの十六首が恋題の歌
（うち三首は「寄ーー恋」の形を取る。また、
「恋のこころを」の
題で詠まれた連作が五首ある。）で、
残りの四首が詞術によって
恋歌の成立事情を説明したものとなっている。
そして、
これらの恋歌を内容而から分類すると、
一、
自己の身と心を凝視したもの
六
一
、六
二
、
六三、
七0、
七五、
七九
二、戒クと結ぴつけて自己の恋情を歌ったもの
六四、
七六、
七七
三、
その他
六五、
六六、
六
七、
六
八、
六九、
七
一
、
七二
、七
三
、
七
四｀
七八、
八〇
となっている（数字はr新編国歌大観忠度集』の歌番号）。
一では恋を心gの二元性に立って捉え
ており、
特に六一番の歌
まず、
r忠度集』の「恋のこころを」の題で詠まれた五首をあ
げてみよう。
「 恋 の こ こ ろ を 」 の 題 詠 歌 六 九 番 か ら 七 ＿ 一 番 に つ い て
(iil)
 
は身と心の葛藤として内省的に把梱してい
る点が特徴的であ
る。
ニについては、
忠度の夢の歌は全部で五首あってそのうちの三首
が恋歌で、
それらは現実と爪クの焼を超えた拶幻的な気分や逸瀬の
郎夕が槌めて現実の世界に引き戻された時の喪失感や夢から党めた
(it2)
 
後に残る余情といった、
戒クの持つ雰囲気や梢閥を重視
してい
る。
ここでは、r忠度集」の六九番から七三番までの「恋のこころを」
の題で詠まれた五首の歌を取り上げて、
その内容と表現の特色に
ついて考察しようと思う。特に七三番の歌の主題のr秋 寝従の袖の涙」は平安 期の恋歌の典型的
な一バターンを形成している
ので、
別項目を立てることにする。
なお、
文中に引用した和歌は品梨珈国歌大閥』に、
r万策狼」
と物語類はr新紺日本古典文学全集』によった。
『忠度集』の「恋のこころを」の題詠歌について
瀬
良
基
樹
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なぞ
恋のこころを
いかにせむしばしはさこそいとはめどおもひしほどにやがてつれなき
（六
九）
うき枇をばなげきながらもすぐしてき恋にわが身やたへずなりなん
（七0)
いかがせんこは世のつねのならひぞと ひしもなぞや なされぬ
（七
一）
なほざりのなさけばかりに
たのむればいと
はずとてもつらから
ぬかは
（七
二）
おもひいづる人なきよはの袖だに
もただなるものか秋のね伐は
（七三）
次に、
六九番から七二番の歌の特色を概観してみよう。
六九番の歌はr月詣和歌集』巻四、
恋上
（三句「いとはめと」）
にも採られている。初句は倒骰されて
おり、
暫くの間はきっと私
を鎌うだろうけれども、そう思っているうちにすぐに相手が冷淡になったの
をどうしようかの意で、
自分の思いを受け入れようと
•
し
ない相手の心がつ
かめないことから生じる恋への煩悶を歌って
いる。「やがてつれなき」は、
つれなくはやがてつれなくなりはてて又さらさらにつれ きや
（源宰相中将家和歌合、
十二番、
過不迩恋、
右、
兼昌）
などにも前例があ この忠度の歌に詠まれた相手の「つれな 」
と「いとふ」態度とは、
次の歌とは顛序が逆になっている。
女のもとにまかりたるに、
はやかへりねとのみいひければ
つれなきを息ひしのぶのさねかづらはてはくるをも厭ふなりけり（
後撰集、
巻十一、
恋三、
七八七、
よみ人しらず）
むしろこの歌の心情は、
r源氏物語』朝船の巻で、
若い時に源氏
の求愛を拒絶し、斎院となって一時源氏との関係は途絶えたが、父の死による服喪のため斎院を退いた今自分に取り入ろうとする源氏に対して何を今班という思いで操固く源氏に祁こうとしない朝頗の斎院に途方に
硲れた源氏が贈った歌、「つれなさを昔にこ
りぬ心こそ人 つらきに源へてつらけれ
L
の心梢にも通じている。
朝顔邸では の来訪 伽えて、r西而には御格子まゐりたれど、厭ひきこえ顔ならむもいかがと
て、
一冊二間はおろさず」とある
が、源氏のほ
うではすでに相手の自分を拒絶しようとする気持ち
を察している。
七0番の歌は、『新拾逍集」巻十二、恋
歌二（三句「過しきて」）、
r万代和歌梨』巻十一、
恋歌三（三句「すぐしきて」）、
r治承三
十六人歌合」十四番、
左、
恋（三句「過しきて」、
結句「たへず成
りけん」）にも採られ
辛いことの多い男女の仲を嘆きな
がら過ごしてきた、
恋に私自身きっと堪えられないかもしれない
の意である。
現世に生きることの苦しさの原因として「恋死」をあげる歌は『万菜梨」から見られる。
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らせん
同大嬢が家持に贈る歌
他の中の苦しきものに
ありけら
し恋に堪へずて死ぬべき思へば
（巻四、
七三八、
大伴坂上大嬢。古今和歌六帖、
第
四、
恋、
四句
「こひにたへずて」、
結句「いのちしぬべし」）
忠度の歌の
ように逸瀬を持た
ない恋の苦しみが
「恋死」を招くと
する歌は平安朝に入って見られる。
この忠度の歌の参考歌として、
｛沈3)
安田徳子氏 次の歌をあげておられ
る。
わぴつつも昨日ぱか
りは
すぐしてきけふやわが身のかぎりなる
らん
（拾辿集、
巻十一、
恋一、
六九四、
よみ人しらず）
同様の心情を詠んだものに、
次の歌がある。
つれ
なきを思ひわづらふひごろへてこひにたへずもきえぬべき
かな
（中宮権大夫家歌合、
八番、
恋、
左、
中納酋君）
七一番の歌は、
初句は倒骰されており、
私の恋はなぜか世問並
みのありふれた習慣だと思い切ることができないのをどうしようか、
の意で、
自分の恋が通り一遥のものではなく強い偕熱を秘め
たものであることを確認した高揚感を歌っている。
「泄のつね」という表現は、
『万葉集』には一例、
「世の常に開
・け
ば苦しき呼子烏声なっかしき時にはな
りぬ」
（巻八、
一四四七、
大伴坂上郎女）があるが、
恋歌に用いられたものは
平安時代にな
ってから現れる。
世のつねのおもひならずとわがこひを み いかでことにし
（元兵集、
二八0)
巻十三、
恋歌三、
八―-ー-]、
大宰帥敦道親王。
和尿式部日記）
返
し
批のつねのこととも
さらにおもはえずはじめて物をおも
ふ身な
れば
（同、
八二四、
いづみしきぶ。
同）
元典や忠股や救道親王は、
世間一設の恋とは異なる類のない自分
の恋惜の激しさを強調している。一
方和泉式部は、
自分の恋が常
識的な平凡なものではなく、
非日前の新鮮で魅力的なものだと訴
えている。
忠度の歌は、
元真や恵脱や敦道親王のような自分の
恋
を「枇のつねーのものでないとする一般的な自分の恋哨の弛さの表現方法と述って、
「いかが」、
「なぞや」と疑間の意を表す語を
煎ねて自分の心情を対象化しながら自分の恋梢と
7世のつねのな
らひ」とを対比し 、
前者を背定し後者を否定的に表現している。
七二番の歌は、
かりそめの愛惜だけを頼みにさせるので、
私は
あの
人が批いではないといっても辛いの意で、
誠意のない愛情を
示す相手に翻弄される 不甲斐無さを
吸いている。
このような不実の恋を取り上げた歌はr万業集』から見られる。
大伴宿淵家持が久速京より坂上大嬢に贈る歌
なし
あしたにつかはしける
こひといへば梱のつねのとやおもふらむけさの心はたぐひだに
（新勅撰集、
や
ふじのみねけぶりたえせぬ恋てへど他のつねならぬ我おとらめ
（恵脱法師集、
二八―-）
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偽りも似付きてそする現しくもまこと我妹子我に恋ひめや
（巻四、
七七一）
この忠度の歌は、
次の歌を本歌にしている。
なほざりの空だのめだにせざりせば中中今はこひもしなまし
（続詞花
集、
咎十二、
恋中、
五四六、
小弁）
このような歌は、
平安後期以後に多くなる。
ひとの、
たえぬものからたのむべくもなきを、
さすが心に
かけてすぐす、
よめといひしに
なほざりのなげのなさけをた まずはよしなき物
は思はざらま（肥後集、
一六
し五。
玉葉集、
巻十一、
恋歌三、
一五六七、京極前OO白家肥後）
なおr為忠家初度百首』には「怠偽恋
L
の題が設けられて、
つらきかなあばらまが
きのかくれなくわれをすかしてあはぬ
こころの
（六0七、
源仲正）
といった歌も詠まれており、
女の虚偽の愛を信じて相手への未純
を断ち得ない純情な男の喚きを詠んだこの忠度の歌の成立に影問を与えている。
三七一
l＿番の歌についてー八代集の「ただならず」の例
次に、
七三番の歌を見てみよう。
結句は倒岡されており、
また
類推表現を用いて余術を高めて る。歌意
は、
思い出す人がいな
い夜中の袖でさえも普通の状態ではない、
秋の寝鎚めは、
という
かな
もので、
秋の夜中に目批めて、
思い出す恋人がいる場合は勿論、
いない場合でさえも袖がいつもの状態
ではないと歌っている。
この歌の解釈上問題となるの
は、「よはの袖」
が「ただなるも
のか」という箇所である。「ものか」は反語を表すので、「ただならず」と同じ意味になる。形容動剖「ただなり」は、
r万策集』
では其っ直ぐに、
直接にの意味で用いられている。平安時代に入
ると、
r宇津保物栢」や
iil
氏物甜』の地の文に多用されている。
次に、
和歌に用いられた「ただならず」の例を挙げてみよう。
此人みかはになりてくだりしに、
あふぎしてやりしに、
す
•9 ー� 
はまにかきつけし
をしむべき三川と思へどしかすが わたりと118くはただならぬ
（赤
染術門集、
一五、
赤染衛門°
拾逍集、
巻六、
別、
三一六、
初
句「惜むとも」、
二句「なきものゆゑに
」、
四句「渡ときけば」）
そこともいはでさしおかせたれ
ば、
ゑじどもをよぴてみせ
ければ、
その人のかかせしといひけれ
ば、
かくいひける
をしまぬにただにもあらぬ心して別をわぶる人をしらなん
（赤染衛門集、
一六、
大江為基）
とあるに、
なほしらずがほにて、
そのころはじめてかよふ
人ありと開きしかばいひし
ただならぬ別をわぶる心をばをしまぬよその人もしれとや
（同、
一七、
赤染術門）
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この附答歌
が詠まれたのは、
為碁の三河守滸任後一年くらいまで
(it4) 
の間とされる。
この時赤染衛門は、
すでに為基の従兄の匡衡と結
婚し長男挙周を僻けていた。十布番の歌では、「三川」の「三’iに「身」を掛けて身と心とが乗離している視点に立って、
自分の
本心は身（境遇）に反してあなたに強い未純を持っていると歌う。それに対して為基は、
あなたが自分との別れを惜し
まぬとしても
あなたには深い愛梢 持っ い と返
す。
その後為基に通う女が
あると知った赤染衛門は、
相手への執滸を断とうとする歌を贈っ
ている。「ただならぬ」、「ただ もあらぬ」はいずれも両者の心と関連して用いら ており、
自分達を引き離そうとする迅命に出
会い心が平静さを欠き悲嘆の念が弛まっているこ を表している。③後
朱雀院御時、
長久二年五月一品内親王の歌合に、
花たち
ばなをよめる
ただならぬ花たちばなのにほひかなよそふる袖はたれとなけれど（
千械集、
巻三、
夏歌、
一七一、
枇杷殿皇太后宮五節）
この歌は「さつきまつ花橘のかをかげば昔の人 袖のかぞする」（古今集、
巻三、
夏歌、
よみ人しらず）を踏まえたr源氏物語．一
の「胡蝶」の巻の歌、
橘のかをりし袖によそふればかは
れる身ともおもほえぬかな
を本歌としている。
源氏が玉堡への慕惜を抑え切れず自分の思い
を彼女に告白 ようとする楊面
で、
五節の歌の「たれ」は「昔の
人」、
つまり趣深い「橘のかをりし袖」、
夕顔を賠示している。
返し
次に、
r忠度集」七三番の歌のr袖」が「ただなるものか（た
だならず）」という表現について、
他に例をあげてみよう。
m:
・・・・・ましてながめの五月雨はうき世の中にふるかぎり誰が袂かただならむ••…•
（蛸蛉日記｀
安和二年六月〉
道綱の母は、
安利の変で大宰権帥として流罪に処せられた左大臣
源高明の室が尼と ったことに同情し
て、
長歌を贈る。「ふる」
は「降る」と「経る」の掛詞で、「ただならむ」は人々が閥明の室の心梢を息いやって袂が普通の状態ではなく五月雨と涙で甚だしく涸れている様を表し いる。②は
りまよりのぽりたるに、
ひぴきのなだに、
風ふきて、
い
といみじきめみたりとききて、
ある人の
よそ人もかかる
ひぴきのなだゆゑにきくにたもとのただならぬ
かな
（恵脱法師染、
一九0。
夫
木和歌抄、
一―10六七、
読人不知、
四句「きくはたもとの」）
かなしさはひぴきのなだにみちにけり宮この人もききおつるま
四
以上のように八代集に用いられた「ただならず」は右の二例だ
けであるが、
普通でない、
並々でないの意から出て、
心が平穏で
ない、
格別に風梢がある等の意味を表している。
「袖（袂）」が「ただならず」と詠んだ歌の例
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「ただなり」は普通だ、
並々だが原意であるが、
この意味で使
われたものに、「語幹（ただ）＋名詞」や「語幹（ただ）＋の」や「述体形（ただなる）」の形がある。
ご
と
間く人の思へるやう、「なぞ、
ただ言なる」
と、
ひそかにいふ
ぺし。
（土佐日記、
二月一日）
五r
宇津保物語』の「ただの涙」
（恵脱法師集、
一九一。夫木和歌抄、一110六八、
恵艇法師）
贈歌は「ひぴき」と「きく」が緑語で、
評判の難所播庖の「ひぴ
きのなだ」を通ってきたと人が話すのを間いて、
ある人がその苦
．難に満ちた航海を思いやり悲しみのあまり袂が涙でぐっしよりと溺れたと歌って恵炭に贈っている。道綱の母と恵脱は共に十世紀後半に活躍した人であり、
例にあげたい切の歌はいずれも次の歌
が本歌となっている。
きくにだにつゆけかるらん人のよをめにみし袖を思ひやらな
（後憬集、
咎二十、
哀傷歌、
一四一0、
きよただ）
以上のように、
「袖（袂）」が「ただならず」という恨用句は、
袖（袂）が普通の状態ではなく涙でひどく涸れている意を抽象化し表現となっている。
忠度の歌の場合も、
秋の夜中に寝党めて特
に恋慕して息い出す人も
いないのに袖が涙でしとどに涸れている
と歌って、
秋の夜中の一人寝の寝槌めの悲しみを訴えている。
ん
（宇禅保物語、
嵯峨の院）
ただなる人にはよにあらじ。
もし少将大徳にやあらむと思ひに
けり。
（大和物語、
百六十八段）
次に、
この意味で使われた袖を潤すrただの涙」について見て
みよう。
秋の夕牲れに、
涼しく、
月おもしろきに、
ただ一人ながめお
はするに、
よろ．つあはれにかなしく党えて、
泣き居たまひつれ
ば、
白き御衣の柚に涙かかりて、
掻純なんど映りて滸れたるを、
とり放ちて、
それに掛きつけたまふ、
「解きてやる衣の袖の色を見よただの涙はかかるものかは
いとめづらか
になむ。
さるは綻ぴにけりや」と掛きて奉りたま
へれば、
（宇泄保物語、
嵯峨の院）
これは、
兵衛佐行政があて宮と同腹の宮あこ君を介
して彼女を思
う歌を贈るが、
返事が来ず 涙に古なれている楊面である。行政の
歌について伊原昭氏は、「掻練のうつっ
た白い衣をとってそれに
杏きつけてr袖の色をみよ』、すなわち、かいねりの色の涙を示し」
(its) 
ていると述ぺら
れている。
つまり、「色彩を主眼とし
て、
同色の
系統の物によせて」歌が生まれているのであって、「歌の中の紅」が「ただ涙の形容として孤立しているのではない」とされている。ここでは、「かいねりの色」とは紅色をさしている。
ところで、
行政の歌は、「衣の袖の色」の捩と「ただの涙」と
ただの遊ぴの人々、
いとになく遊ぶ。
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八代集の「袖（袂）を染める紅の涙」を詠んだ歌
を 対 比 し て いる。「ただの涙」と同意 の涙を詠んだ歌には、
白
玉
と
見
えし
涙
も
年
ふ
れ
ば
か
ら
紅
に
う
つ
ろ
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に
け
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（ 古 今 集 、 巻 十 二 、 恋 歌 二 、 五 九 九 、つらゆき ）
忍 恋のこころを よ み 侍 りける
衣手に
おつる涙の色なくは 器 と も
人にいはましものを
（ 千 載 集 、 巻 十 二 、
恋歌二、七四0、二 条 院 内 侍 参 川 ）
などがあり、貰之の歌
の「白玉と見えし涙」や参 川 の 歌 「 露 」
は行政の歌
の「ただの涙」
に 相 当 する。「歌語rくれなゐ』は 、
紅染めの
染色を基調に し た r に ほ ふ 』 色 彩 美 と 情 熱 的 な 恋 梢 を 表
（ 注 6
〉
象するこ
とが本意 だ っ たのである」か ら 、 「 た だの涙」は「紅の
涙」 と な っ て い な い 普 通 の涙を 表 し て いる。このよう に 、 滸 色 されていな
い 素 材 そのままの色は、糸の場合では、 「 し づ は た に ヘ
つるほどなり白糸のたえぬる
身とはおも
は ざ ら な ん 」 （ 後 撰 集 、
巻 十 四 、 恋 六 、 よ み 人 し ら ず ） 、 絹 布の場合で
は、「ただなる絹、
綾など下には 入れ隠しつつ」（源氏物 語 、 総 角 ） と 形 容 されている。前述した r 宇 津 保 物 語 』の「白き御衣の袖」の「白
き」
も同 様 で
ある
。このように、「
ただなり
」は染色用語としては、まだ滸色
されていな
い 索 材 そのままの色 を 表 す の が 本 意 で あ っ た 。
前 述したr 宇 沖 保 物 語 』 の 行 政 の 歌 は 、 「 衣 袖の色」の涙（紅
の涙 ） と 「 た だ の 涙 」 と を 対 比 し て い る と 述 べ た が 、 こ こ で は 八
代 集 に 用 い られた 「紅の涙」を取り 上 げ て み よ う 。 悲 喉のあまり流 す 涙
を意味する漢語の翻訳語「血の涙」、「紅の涙」を詠んだ八
代 集 の歌は、直接にそれと表 現 さ れ て い な く て も こ を 暗 示 し ているものも含める
と次のようになる （ 「 血 の 涙 」 と 表 現 し
たものは、
r古今集』の八1110の歌だけである）。そして、これらの歌に見られる特徴的なことは、「袖（袂）を染める紅の涙」という表現なので、これも歌 番 号 を 〇 で 囲 ん で 示 し た 。 な お 、 番 号の下の
）内には 部 立 名 も 記 し た 。八 代 集 に 見 られるr血の涙』、 r紅 涙』 を 詠 ん だ 歌
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部立別の数（数字は八代集の「血の涙」、「紅の涙」の歌の合計。
（〉内は「袖（袂）を染める紅の涙」の歌の合計）
34/64
 
新古今集⑲（秋歌ご⑭（ク）⑲（冬歌）⑯（ク
）
®（冬歌）
895
（離別）⑯（翌旅）＠（恋歌一
）
曲（恋歌
二
）
廊（こ⑲（こ皿（こ
碩）（恋歌二）＠（恋歌四）®（恋歌五
）
⑲
〈恋歌五）＠（雑歌下）
13/17
 
491（離別）687（恋歌一〉禽）（こ690（こ691（恋歌一）⑯(こ⑲（こ⑥（こ瑯（恋歌二）721（こ⑭（こ⑯（ク
）
791（恋墜一）⑯）（こ⑯（恋歌四
）
岡
（雑歌上）
8/16 
千戟集 詞花集
218 上）⑩
220(ケ
金莱集
164 秋部）⑯（異本歌、恋）
1/3
 
l/2
 
表のように、八代集の中で「血の涙」、「紅の涙」を詠んだ歌は
六十四首ある。詠歌数は、『新古今梨」、r千載集』
、
『後撰集』、r後
拾辿集』、r古今集」、r詞花集」、『金菜梨』、r拾辿集
J
の顛に多い。
r拾逍集」からr詞花集』までは減少している中でr後拾沿集』だけが増えているのは、哀條の歌の附加による。また、r干戟集』、
r新古今集』の増加は、本歌取り が多いことと関追している。部立別では、秋や哀伽の部にも多少 まれているが 特に恋部に多用されている。そし 、「袖（袂）を染める紅の涙 を詠んだ八代梨の歌の合計は三十四首で、「血の涙」、「紅の涙」の歌の合計の五三％を占めている。
次に、八代集の「袖（袂）を染める紅の涙」を詠んだ歌の特色
について概観してみよう。①紅
のふりいでつつなく涙にはたもとのみこそ色まさりけれ
（古今集、巻十二、恋歌―]、五九八、つらゆき）
紅業と色こきさいでとを女のもとにつかはして
君こふと涙にぬるるわが袖と秋のもみぢといづれまされり
（後撰梨、巻七、秋下、四二七、みなもとのととのふ）
39(21
) 
雑 3(1
〉
戦旅l(1
)
恋
秋6
74)
離別3(O)
哀傷6(3)雑秋l(l
)
4(3) 
雑林1(O
)
計64(34)
冬
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これらは染色の紅染めと閑連して歌わ
れている
。貫之の歌は、
恋
の悲しみの
ために涙が袂を
紅に染めることを、
染料の紅を水に振
り出して布を染める
染色の技法に除えてい
る。
また盤の歌では、
紅業と涙に濡れた袖の色の
紅の
浪淡の巡いが愛梢の深浅の程度を
表すもの して、相手に自分 恋梢の強さを訴えている。「袖（袂）を染める 捩」は
r古今集』やr後揺梨」では相手のつれな
い態度から生じる恋の悲しみから涌くとする歌が多い。②さ
らに、
屈そうとする恋心が「紅の涙」によって露見するこ
とを恐れる心情を詠んだものもある。
人につかはしける
色にいでて恋すてふ名ぞたちぬべき涙にそむる袖のこければ
（後撰集、
巻九、
恋一、
五八0、
よみ人矧らず）
題不知
しのぶ
れどなみだぞしるきくれなゐにものおもふそではそむべ
かりけり
祠花集、
巻七、
恋上、
ニ―九、
源道済。
道済集。
玄玄集）
③ま
た、
心身の二元性の立楊に立っ
て忍
ぶ恋の悲しみを歌った
ものもある。
しのぴねのたもとは色にいでにけり心にもにぬわが涙かな
（千載集、
巻十一、
恋歌一、
六九四、
皇嘉門院別当）
北野宮歌合に、
忍恋の心を
わが恋はまきのしたばにもる時雨ぬるとも袖の めや
（新古今集、
巻十一、
恋歌一‘
10二九、
太上天良）
前者は心身の対立を、
後者は身の心への同斜を捉えている。
い次
の歌は、
心身の濶利した止掲された枇界を歌っている。
水無瀬恋十五首歌合に
しろたへの袖のわかれに露おちて身にしむ色の秋風ぞふく
（新古今集、
巻十
五、
恋歌五、
一三三六、
藤原定家朝臣。
拾追低草「寄風恋」）
この歌は、
r白たへの袖の別れは惜しけども思ひ乱れて許しつる
かも」（万業集、
巻十二、
作者不詳）と「吹きくれば身にもしみ
ける秋風を色なき物と思ひけるかな」（古今利歌六帖
第一）を
本歌としている。後朝の別れの悲しみのために袖に露が落ち紅の涙が滴って、
身に
iゆみる
ような冷え冷えとした秋風が吹いてきて
悲しみはこ＂森っていく。視詑、
触党に訴えながら、
身も心も別
れの造る瀬ない思いに捕らわれている様を実感として歌っている。固な
お、
冬の季節の哀感や旅愁が生み出す「袖（袂）を染める
紅の涙」を歌ったものもある。
この甜ちる時雨やまがふ我がそでにもろき涙の色とみるまで
（新古今集、
巻六、
冬歌、
五六0、
右衡門将通具）
たった山秋行く人の袖をみよ木木のこずゑはしぐれざりけり
（新古今集、
巷十、
糊旅歌、
九八四、
前大俯正慈円）
以上のように「袖（袂）を染める紅の涙」は、
「色見えぬ心の
ほどをしらするはたもとをそむる涙なりけり」（千載集、
巻十一、
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次に、「秋の寝党の袖の涙」を詠んだ歌について見てみよう。「夜
半の寝従」という表現は、
r古今集」に、rおきもせずねもせでよ
るをあかしては春の物と
てな
がめくらしつ」（巻十三、
恋歌三、
在原業平）と歌ったり、
『源氏物語』がr一条摂政卯集」の
歌を
引き歌として、
「昼はながめ、
夜は寝党めがちなれば、
春ならぬ
木のめもい なく咲かしきに」（空蝉）と述べているよう
に、
「昼
のながめ」と対照的な夜の恋の物思いを示す表現であった。
「秋の夜半の寝党」については、
r万菜集」に、
夜に寄する
ある人のあな心なと思ふらむ
秋の長夜を寝党め伏すのみ
（巻十、
二三0二、
作者未詳）
と、
共寝の相手のいない秋の長夜の眠れない辛さを歌っている。
一人寝の恋の物思いのために寝覚めの袖を濡らすことを詠んだ歌●J
十
、
ii
ねざめのこひ
こひしきにねざめてみをぞうき
なみのよるぞかなしきそでのひ
七
恋歌一、
祐盛法師。月詣和歌集）と歌
われている
ように、
見えな
い心が具体的な身体的現象として頻在化したものであった。その見えない心とは
相手に顧みられない恋の悲しみで
あり、
季節の
もたらす哀感であり
旅偕であった。
「秋の寝覚の袖の涙」を詠んだ歌
（陽成院親王二人歌合、
左｀
―七）
夜なかの寝党
わが袖はくらき夜
なかの寝ざめにもさぐる
もしる＜ぬれにける
かな
（和泉式部続梨、
一四0)
などがあり、
忠度の歌のようにそれを秋の寝党めと限定した歌に
i
‘ おもひやれ
秋のよすがらね党してなげきあかせる袖のしづくを
（続詞花集、
巻十二、
恋中、
五八五、
参川内侍。新続古今集、
巻十三、
恋歌三‘
ーニ六0)
があり、
この歌は
一人寝の悲しさの上に秋の寂しさが加わって、
一陪孤独を弛く感じている。
一方昔の人を思い出す秋の寝詑めの神の涙は、
要なくなりて又のとしの秋ごろ、
周防内侍がもとへつかは
し
ける
とへかしなかたしくふぢの衣手になみだのかかる秋のねざめを
（新古今集、
巻八、
八四六、
権中納言通俊）
のように哀価歌にも詠まれているが
それが忠度の歌のように一
人寝 恋と結ぴつけて詠まれたのは、
二条院御時、
思出旧女恋といふことを、
たかくらの内媒の
御
会
むかし見
し野中の水に尋ねきてさらに袖をもぬらしつるかな
（長秋詠草、
恋歌、
三五五）
つまで
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八
『忠度集』の「恋のこころを」の題詠歌のまとめ
などのような昔の恋を回顧する恋歌の
出現や、r陽成院親王二人
歌合』及ぴr永久百首』などの「寝批恋」題の成立が影問しているように思われる。
以上
のように、「恋のこころを」詠んだ忠度の歌には、
恋の咲
きに心身をさいなまれる様が赤裸裸に歌われている。自分の一途な恋惜が瞬く間に相手に通じ くなってしまう「不逢恋」への咬き（六九）、行きなずむ恋の道に身を腔き「恋死」することへの悲しみ 七0) 恋情が激しく燃え上がる自分の「他 幣 らぬ恋」の確認（七一）、自分の恋情を相手に軽くあしらわれる「怠偽恋」に執滸する自分へのいとおしみ（七二）一人寝の寂しさをかみしめる秋の夜半の
「寝党恋」（七三）が主題となっている。
技巧的には本歌取り（七0、
七二番の歌）を初めとして、
古歌
の影響を受けた歌が多い。六九番の歌には、r源氏物語」の一楊而に見られる
ような物語的な雰囲気が感じられる。七
0番の歌は
r拾迫集」に、
七＿一番の歌は小弁の歌やr為忠家初度百首』の歌
に、
七三番の歌は
r階成院親王二人歌合』やr永久百首」の「寝
覚恋」題の歌 それぞれ影押されてい 。ま
た、
疑問や反語を多
用し、
類推や自問の表現を使って、煩悶し逸巡しともすれば挫折
感を味わいがちな自分の恋への嘆きを歌い、一首に奥行きを与えている。結局「 のこころを」詠んだ忠度の
は、
和歌の伝統を
（せら
もとき
よく咀哨しさらに当代の百首歌等の新しい頼向も取り入れ
て、
悲
恋を中心テーマとしながら喪失感の色漑い恋の種々相を捉えて、恋歌の独自の他界を創造している。
注(1)拙稿「平忠度の恋の歌に見られる身と心」(r岡山高校国語」三
十五号岡山県高等学校教育研究会国研部会平成十一年三月）参照
。
(2)拙稿「平忠度の歩の歌について」(r岡大固文諭稿』第二十六号
平成十年三月）参照。
(3)安田徳子r万代和歌集』
m
（明治掛院平成十二年十月）
(4)西森箕太郎「自撰私家集 一様相再論ー流布本赤染衛門集大
江為基歌群構 綸陶�」(r和歌文学研究』第三十号
昭和四十八
年十二月）
(5)伊原昭「くれなゐのなみだー子津保物語における (r平安
朝文学の色相l特に散文作品を中心としてー�」笠IUJ世院昭和四十二年九月）
(6)片岡智子「歌語rくれなゐ』考ー|紅は移ろうものかー」〈『ノー
トルダム消心女子大学紀要国語・国文学絹』第十八巻第一号一九九四年＝
1-月）
元高
校教諭）
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